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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは４月に発生しました平成28年熊本地震により一部被害を受けましたが、情報通信設備の復旧を最

優先に取り組んで参りました。 

このような状況の中、当社グループにおける当第２四半期連結累計期間の受注につきましては、情報電気通信工

事の受注が増加したことにより、受注高は157億３千６百万円（前年同期比106.0％）となりました。

連結経営成績につきましては、総合設備工事の完成工事が減少したものの情報電気通信工事の完成工事が増加し

たことにより、売上高は120億４千３百万円（前年同期比102.8％）となりました。また、利益につきましては、情

報電気通信工事の原価率の改善により、営業利益は１億４千８百万円（前年同期は営業損失１億１千２百万円）、

経常利益は２億６千３百万円（前年同期は経常損失２千２百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億１

百万円（前年同期比121.6％）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は202億円（前連結会計年度末213億６百万円）となり、前連結会計

年度末に比べ11億５百万円減少しました。この主な要因は、現金預金の増加があったものの受取手形・完成工事未

収入金等が減少したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は93億２千４百万円（前連結会計年度末104億３千８百万円）と

なり、前連結会計年度末に比べ11億１千３百万円減少しました。この主な要因は、支払手形・工事未払金等が減少

したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は108億７千５百万円（前連結会計年度末108億６千８百万円）とな

り、前連結会計年度末に比べ７百万円増加しました。この主な要因は、配当金の支払い等によって利益剰余金の減

少があったものの退職給付に係る調整累計額が増加したこと及びその他有価証券評価差額金が増加したことによる

ものであります。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローは次のとおりであります。

現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ12億３千４百万円増加し、26億８千

１百万円となりました。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

営業活動の結果獲得した資金は16億５千１百万円（前年同期は３億３千３百万円の使用）となりました。主な増

加の内訳は、売上債権の減少額29億４千８百万円（前年同期は16億１千万円の減少）及び減価償却費の計上額１億

７千２百万円（前年同期は１億８千５百万円の計上）、主な減少の内訳は、仕入債務の減少額７億６千５百万円

（前年同期は12億６千２百万円の減少）及び未成工事支出金の増加額５億３千６百万円（前年同期は６億２百万円

の増加）であります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

投資活動の結果使用した資金は１億５千６百万円（前年同期は４億６千９百万円の使用）となりました。主な減

少の内訳は、投資有価証券の取得による支出８千１百万円（前年同期は０百万円の支出）及び有形固定資産の取得

による支出６千１百万円（前年同期は11億５千４百万円の支出）であります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

財務活動の結果減少した資金は２億５千９百万円（前年同期は６千８百万円の減少）となりました。主な減少の

内訳は、配当金の支払額１億４千２百万円（前年同期は１億５千５百万円の支払）及び短期借入金の純減少額１億

１千万円（前年同期は８千万円の純増加）であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成28年８月９日の「平成29年３月期 第１四半期決算短信」で公表いたしまし

た通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更等） 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,829 3,061 

受取手形・完成工事未収入金等 7,137 4,189 

商品 98 81 

未成工事支出金 1,255 1,790 

材料貯蔵品 231 333 

その他 360 345 

貸倒引当金 △12 △9 

流動資産合計 10,898 9,793 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 2,852 2,872 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 295 270 

土地 2,819 2,819 

その他 106 20 

有形固定資産合計 6,073 5,982 

無形固定資産 253 238 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,891 4,015 

その他 210 191 

貸倒引当金 △21 △19 

投資その他の資産合計 4,080 4,187 

固定資産合計 10,407 10,407 

資産合計 21,306 20,200 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 3,984 3,220 

短期借入金 3,550 3,440 

未払法人税等 244 77 

賞与引当金 329 323 

完成工事補償引当金 2 2 

工事損失引当金 33 46 

災害損失引当金 － 62 

その他 661 637 

流動負債合計 8,805 7,809 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,462 1,367 

その他 170 148 

固定負債合計 1,632 1,515 

負債合計 10,438 9,324 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 801 801 

資本剰余金 562 562 

利益剰余金 9,328 9,286 

自己株式 △32 △33 

株主資本合計 10,658 10,616 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 588 607 

退職給付に係る調整累計額 △379 △348 

その他の包括利益累計額合計 209 259 

純資産合計 10,868 10,875 

負債純資産合計 21,306 20,200 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 11,716 12,043 

売上原価 10,590 10,698 

売上総利益 1,125 1,344 

販売費及び一般管理費 1,238 1,196 

営業利益又は営業損失（△） △112 148 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 28 31 

持分法による投資利益 15 30 

受取賃貸料 29 29 

その他 29 29 

営業外収益合計 102 121 

営業外費用    

支払利息 6 5 

その他 5 1 

営業外費用合計 12 6 

経常利益又は経常損失（△） △22 263 

特別利益    

固定資産売却益 214 － 

特別利益合計 214 － 

特別損失    

災害による損失 － 95 

特別損失合計 － 95 

税金等調整前四半期純利益 191 167 

法人税等 108 66 

四半期純利益 83 101 

親会社株主に帰属する四半期純利益 83 101 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 83 101 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 94 18 

退職給付に係る調整額 25 30 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 0 

その他の包括利益合計 118 49 

四半期包括利益 201 150 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 201 150 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 191 167 

減価償却費 185 172 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △5 

賞与引当金の増減額（△は減少） 10 △5 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △21 13 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △83 △50 

受取利息及び受取配当金 △28 △31 

支払利息 6 5 

持分法による投資損益（△は益） △15 △30 

固定資産売却損益（△は益） △214 － 

売上債権の増減額（△は増加） 1,610 2,948 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △602 △536 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 192 △87 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,262 △765 

未払又は未収消費税等の増減額 △355 53 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 111 18 

災害による損失 － 95 

その他 △8 △70 

小計 △283 1,891 

利息及び配当金の受取額 36 39 

利息の支払額 △6 △5 

災害損失による支出 － △25 

法人税等の支払額 △80 △248 

営業活動によるキャッシュ・フロー △333 1,651 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △86 △93 

定期預金の払戻による収入 75 95 

有形固定資産の取得による支出 △1,154 △61 

有形固定資産の売却による収入 730 － 

無形固定資産の取得による支出 △21 △13 

投資有価証券の取得による支出 △0 △81 

投資有価証券の売却による収入 0 10 

その他の支出 △25 △19 

その他の収入 13 7 

投資活動によるキャッシュ・フロー △469 △156 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 80 △110 

長期借入金の返済による支出 △5 － 

自己株式の売却による収入 20 － 

配当金の支払額 △155 △142 

その他 △7 △6 

財務活動によるキャッシュ・フロー △68 △259 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △871 1,234 

現金及び現金同等物の期首残高 2,591 1,446 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,720 2,681 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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